
第二分科会「生活と福祉」 

テーマ　学童保育における「遊び家具」の取り組み 

清水肇（京都支部、琉球大学）	

１．取り組みの経緯 
　2008年～　学童保育施設の継続調査に着手 
　　　　　那覇市、浦添市の全学童保育の施設を図化して記録）。各地で過ごし方調査を継続。 
　　　　　特に大部屋・一室での落ち着かない過ごし方に問題意識。 
　　　　　一方、民家学童に残る多様な場所の魅力に注目。 
　2017年　　中城村ごさまる学童クラブで最初の「遊び家具」「一畳ロフト」を製作・設置 
　2018年　　浦添市港川学童クラブで二段ベッドと「多目的フレーム」を製作・設置 
　2020,21年 北中城村しまぶく学童クラブで様々な「遊び家具」を製作、設置 
　2023年　　同しまぶく第二学童クラブで段ボールの「遊び家具」「カベダイチ」を製作 
　　　　　 ここで改めて、一連の取り組みを「遊び家具」と称することにした。 

２．ごさまる学童クラブでの「一畳ロフト」の取り組み 
　広間で、動く遊びと静かな過ごし方が混在する学童保育に、小さな落ち着ける場所を。 

 

「一畳ロフト」に登る子ども、登らない子どもの違いは？　過ごし方をとらえる方法を考えた。 

人との交わり方の三類型 
一人行為　：一人での行為 
定型遊び　：複数での遊び方に定まった型やルールがある 
不定型行為：複数での遊び方、過ごし方にルールがないか、ゆるやか 

場所利用の三類型 
空間利用　：動き回れる空間の余地を利用 
拠点利用　：落ち着いて留まれる場所を利用 
環境利用　：面白い場所の条件を利用したり、面白い場所をつくる 
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　G 学童は沖縄県内の市街地で区画整理事業が行われた住宅地内に

あり、自主建設された平屋建鉄骨㐀で道路側に広場がある。約 30m

離れたところに歩行者専用道があり遊び場としても使用できる。建

物内の居室は一室の広間と「コーナー」と呼ばれる収納部屋から成る。

身体を動かす遊びの場所としては広場と歩専道が使えるものの十分

ではなく、広間の中にも動的遊びの場所（主に卓球）を設けている。

そのため、広間の内部で少人数で静かに過ごす場所が不足している

ことに支援員は問題意識を持っていた（2017 年 11 月頃）。

　支援員と筆者らで日常の子ども達の過ごし方を確認し、改善課題

を検討した。広場と歩専道は動く遊びに主に使われていた。広間内

では動く遊びも行われながら、広間から台所、事務コーナー付近ま

でを使った少人数の座った遊びやおしゃべりの場面が見られた。「コ

ーナー」、建物周りの屋外の隙間空間では基地づくりやままごとなど

少人数の遊びが行われていた（図１）。

　検討を経て、広間内に落ち着ける場所を増やす趣旨で、広間の南

東か北東の角に畳一畳程度の広さのロフト状の家具を置くことを検

討し、木工の専門家の指導を得て設計、製作に取り組んだ。最終的

には書棚のある南東隅の上部に床を設けて、上下に落ち着いた場所

をつくることを意図した。

　設置物（「一畳ロフト」と名付けた、図２）は 2018 年 1 月 5 日に

搬入設置を行い、設置の前後に過ごし方の観察調査を行った注1)。

　㸱㸬㐣ࡋࡈ᪉ࡿ࠼ࡽ࡜ࢆどⅬ

　「一畳ロフト」の設置の意義を検証するためには、Ｇ学童における

子どもの過ごし方をトータルにとらえる論理と方法が必要であると

考え、行為の分類を試みた。

　既往研究の生活行為や遊びの分類は、他者との関わり方、場所の

条件との関係をとらえるには不十分であると考え注2)、Ｇ学童の実態

から行為分類の論理を発想した。

　Ｇ学童では、当時、毎日行われる何種類かの遊びがあった。一つ

はドッジボール等の広場でのボール遊びや広間での卓球等のルール

を持つ遊びである。一方、施設から約 30m 離れた歩専道では一輪車

に乗った様々な遊びで時間を過ごしていたが、一輪車遊びには固定

されたルールや方法は特になく、その時の状況と流れの中で遊び方

が変化していく様子がみられた。

　この両者の相違から、遊びや行為に一定のルールがあるかないか

を軸として定型の遊び（一定のルールや方法が定まった遊び）と不

定型の遊び・行為（ルールがない、あるいはゆるやかな遊び、さら

に遊びの形をとらないふれ合い行為も含む）に区分する発想を得た。

型の有無とは、他者との関わり方の型であるので、一人での行為は

そのどちらでもない。すなわち、他者と関わる方法という視点から、

一人、定型、不定型の三つに学童保育での生活行為を分類できる。

　場所との関係に着目すれば、遊びの中にはボール遊びのように身

体を動かし移動できる一定の空間の余地が確保されていることで成

立する遊びがある。一方でボードゲームや工作、さらにはおしゃべ

りや落ち着いたふれ合いなどは、特定の場所（拠点）に留まること

が保証されて成立する。これらは動的行為、静的行為と既往研究で

は呼ばれてきたが、空間利用、拠点利用としてとらえることで、よ

り生活の場所を説明する論理性が明確になると考えた。さらに、Ｇ

学童では空間を仕切れる材料を用いた基地づくりの遊びが屋内外で

しばしば行われていた。これは拠点利用の条件をつくる過程とも言

えるが、環境を変化させるプロセス自体を楽しむ遊びと理解できる。

また、他の学童保育調査では、樹木や斜面、水のある場所など環境

条件を生かした遊びが行われる場合があった。特徴ある環境を生か

したり環境を変化させる遊びを環境利用としてとらえる。

　以上の二つの軸を掛け合わせることで遊び・行為を９種類に区分

してとらえることができる（表２）注3)。なお、これらは自由な行為

選択が行われる場合の行為を対象とするので、生活上の必要行為や

集団での活動、学校等の事情が背景にある学習は９分類の外となる。

　この区分に沿って「一畳ロフト」の設置前後（以下、設置前、設置後）

の行為類型ごとの観察行為数を集計して、Ｇ学童内で行われていた

行為の全体像をつかんだ（表３）。

　調査時の定型・空間利用は、主に広場でのボール遊びや鬼ごっこ、

広間での卓球等であり、不定型・空間利用は、広場や歩専道で一輪

車や自転車等を用いて自由に展開する遊びが多くを占める。不定型・

拠点利用は広間内での工作やおしゃべり・くっつくなどのふれ合い

行為、コーナーの隅でのままごと、また、広場でのふれ合い行為も

見られた。この３種を合わせると全行為の約４分の３を占める。一

人行為は広間、コーナー、広場での集団の隙間の様々な場所で見ら

れる。不定型・環境利用は建物裏や広間隅、コーナー隅での基地遊

びで、屋内では 60cm 角のフロアマットを用いた基地遊びが流行して

いた。また、今回の観察では定型・環境利用の行為は見られなかった。
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　G 学童は沖縄県内の市街地で区画整理事業が行われた住宅地内に

あり、自主建設された平屋建鉄骨㐀で道路側に広場がある。約 30m

離れたところに歩行者専用道があり遊び場としても使用できる。建

物内の居室は一室の広間と「コーナー」と呼ばれる収納部屋から成る。

身体を動かす遊びの場所としては広場と歩専道が使えるものの十分

ではなく、広間の中にも動的遊びの場所（主に卓球）を設けている。

そのため、広間の内部で少人数で静かに過ごす場所が不足している

ことに支援員は問題意識を持っていた（2017 年 11 月頃）。

　支援員と筆者らで日常の子ども達の過ごし方を確認し、改善課題

を検討した。広場と歩専道は動く遊びに主に使われていた。広間内

では動く遊びも行われながら、広間から台所、事務コーナー付近ま

でを使った少人数の座った遊びやおしゃべりの場面が見られた。「コ

ーナー」、建物周りの屋外の隙間空間では基地づくりやままごとなど

少人数の遊びが行われていた（図１）。

　検討を経て、広間内に落ち着ける場所を増やす趣旨で、広間の南

東か北東の角に畳一畳程度の広さのロフト状の家具を置くことを検

討し、木工の専門家の指導を得て設計、製作に取り組んだ。最終的

には書棚のある南東隅の上部に床を設けて、上下に落ち着いた場所

をつくることを意図した。

　設置物（「一畳ロフト」と名付けた、図２）は 2018 年 1 月 5 日に

搬入設置を行い、設置の前後に過ごし方の観察調査を行った注1)。
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　「一畳ロフト」の設置の意義を検証するためには、Ｇ学童における

子どもの過ごし方をトータルにとらえる論理と方法が必要であると

考え、行為の分類を試みた。

　既往研究の生活行為や遊びの分類は、他者との関わり方、場所の

条件との関係をとらえるには不十分であると考え注2)、Ｇ学童の実態

から行為分類の論理を発想した。

　Ｇ学童では、当時、毎日行われる何種類かの遊びがあった。一つ

はドッジボール等の広場でのボール遊びや広間での卓球等のルール

を持つ遊びである。一方、施設から約 30m 離れた歩専道では一輪車

に乗った様々な遊びで時間を過ごしていたが、一輪車遊びには固定

されたルールや方法は特になく、その時の状況と流れの中で遊び方

が変化していく様子がみられた。

　この両者の相違から、遊びや行為に一定のルールがあるかないか

を軸として定型の遊び（一定のルールや方法が定まった遊び）と不

定型の遊び・行為（ルールがない、あるいはゆるやかな遊び、さら

に遊びの形をとらないふれ合い行為も含む）に区分する発想を得た。

型の有無とは、他者との関わり方の型であるので、一人での行為は

そのどちらでもない。すなわち、他者と関わる方法という視点から、

一人、定型、不定型の三つに学童保育での生活行為を分類できる。

　場所との関係に着目すれば、遊びの中にはボール遊びのように身

体を動かし移動できる一定の空間の余地が確保されていることで成

立する遊びがある。一方でボードゲームや工作、さらにはおしゃべ

りや落ち着いたふれ合いなどは、特定の場所（拠点）に留まること

が保証されて成立する。これらは動的行為、静的行為と既往研究で

は呼ばれてきたが、空間利用、拠点利用としてとらえることで、よ

り生活の場所を説明する論理性が明確になると考えた。さらに、Ｇ

学童では空間を仕切れる材料を用いた基地づくりの遊びが屋内外で

しばしば行われていた。これは拠点利用の条件をつくる過程とも言

えるが、環境を変化させるプロセス自体を楽しむ遊びと理解できる。

また、他の学童保育調査では、樹木や斜面、水のある場所など環境

条件を生かした遊びが行われる場合があった。特徴ある環境を生か

したり環境を変化させる遊びを環境利用としてとらえる。

　以上の二つの軸を掛け合わせることで遊び・行為を９種類に区分

してとらえることができる（表２）注3)。なお、これらは自由な行為

選択が行われる場合の行為を対象とするので、生活上の必要行為や

集団での活動、学校等の事情が背景にある学習は９分類の外となる。

　この区分に沿って「一畳ロフト」の設置前後（以下、設置前、設置後）

の行為類型ごとの観察行為数を集計して、Ｇ学童内で行われていた

行為の全体像をつかんだ（表３）。

　調査時の定型・空間利用は、主に広場でのボール遊びや鬼ごっこ、

広間での卓球等であり、不定型・空間利用は、広場や歩専道で一輪

車や自転車等を用いて自由に展開する遊びが多くを占める。不定型・

拠点利用は広間内での工作やおしゃべり・くっつくなどのふれ合い

行為、コーナーの隅でのままごと、また、広場でのふれ合い行為も

見られた。この３種を合わせると全行為の約４分の３を占める。一

人行為は広間、コーナー、広場での集団の隙間の様々な場所で見ら

れる。不定型・環境利用は建物裏や広間隅、コーナー隅での基地遊

びで、屋内では 60cm 角のフロアマットを用いた基地遊びが流行して

いた。また、今回の観察では定型・環境利用の行為は見られなかった。
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※定型遊びでの過ごし方が安定している子ども、 
　不定型行為で一緒に過ごす仲間が安定している子ども（関係が安定しているから、ルールのない
遊び方をその場で決めていける） は「一畳ロフト」にあまり上がらない。 
①定型遊びが少なく、不定型遊びに入ったり外れたりする子ども 
②少人数の不定型遊び（拠点利用）が特に多い子どもが「一畳ロフト」にたくさん上がる。 

２．港川学童クラブでの二段ベッドと「多目的フレーム」の取り組み 
　小学校敷地内の新築施設の大部屋。 
　拠点利用と空間利用というとらえ方で課題が明確に。 
　大部屋の中が空間利用の
場所となり、校庭の遊具が
拠点利用の場所となってい
た。 
　大部屋の中に高さの違う
小さな拠点をつくり、複数
の拠点がある状態をつくる
ことができた。 
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　設置後の「一畳ロフト」で観察された行為数は 110（設置後の全

1790 の 6.2%）で、高低差を生かした釣り遊びなどが見られる場面も

あったが、読書、くっつく、道具遊びなどの拠点利用が多数（72/110）

みられた。環境利用（36/110）はフロアマットを使った基地づくり

が大多数であり拠点をつくることを楽しむ環境利用がみられた。当

初の想定どおり、一人の拠点利用行為または少人数での不定型・拠

点利用行為で過ごす場所として主に使われた（表４）。

　「一畳ロフト」では比較的短時間で使用が入れ替わる印象があった

ため、「一畳ロフト」上の行為の継続時間の推定を試みた。５分間隔

の観察で連続して同じ子どもの使用が確認された場面の連続回数ご

とに行為をカウントしたところ、連続１回、つまり次の観察では別

の場所の行為に移っているものが 66% を占めていた。連続１回が観

察された行為を平均５分の行為継続の可能性があるものとし、２回

であれば同 10 分（それ以上の回数も同様）とする考え方により１人

の連続する行為を単位とした集計から推定継続時間を平均したとこ

ろ、8.1 分となった。同様の推定を、設置後の観察調査で多く見ら

れた集団での行為・場所の組み合わせ（歩専道での不定型の一輪車

遊び、広場でのボール遊び、鬼ごっこ、広間での卓球）で行ったと

ころ、いずれも「一畳ロフト」での行為の約２倍程度となった（図

３）。観察調査の間隔および算定方法の限界から推定継続時間は十分

に正確ではないと言えるが注 4)、「一畳ロフト」での行為は相対的に

継続時間が短かったと推定することはできると考える。

　以下、個人別の過ごし方分析を 17 名を対象に行った注 5)。「一畳ロ

フト」の使用回数は子どもによってかなり差があり、一番多い子ど

もが 20.9% であったのに対して使用場面が観察されなかった子ども

も 3 名いた（図４）。4 年生以上の利用は少なく、一度も使用場面が

見られなかった3名は4年生と5年生である。3年生以下については、

必ずしも低学年ほど多いわけではない。

㸳㸬㐣ࡋࡈ᪉඲యࡢಶேᕪ

　「一畳ロフト」の使用と生活行為全般の関係をとらえるため、観察

された過ごし方全般の個人差を分析した。

　一人、定型、不定型の３つの行為類型ごとの割合を、設置前、設

置後、各々で集計し三軸グラフで示すと、行為の種類の割合に大き

な個人差があることがわかる（図５）。大部分の時間をボール遊びや

卓球などの定型遊びで過ごしている子どもがいる一方で、不定型行

為が多数で定型遊びにほとんど交わっていない子どももいる。また、

一人行為は最大で 50% 強、概ね 0〜 30％の間での個人差がある。

　空間利用、拠点利用、環境利用についても個人差がある。空間利

用の行為が 90％近く拠点利用がほとんどない子どもから、拠点利用

が 40％程度を占める子どももいる。環境利用は全体の中で占める割

合は小さいが、0回が多い一方、10% 近くを占める子どももいる。

　設置前と設置後の記録は、「一畳ロフト」の設置の影響と考えられ

る範囲を超えた違いが見られる。たとえば、設置後に定型遊びの割

合が増えた子どもがみられるが、集団遊びの流行の状況が反映して

いる可能性がある。遊びの種類の構成の変化、子どもどうしの集団

内の関係が日々変化する中で、子どもの行為の全体状況が変化して

いることを改めて確認する資料が得られた。

　当初は「一畳ロフト」の設置前後の行為を比較して、設置の影響

を抽出することを意図していたが、他の要因による変化の影響が大

きい可能性がある。そのため、「一畳ロフト」の使用状況を分析する

にあたっては、設置後の記録を中心としながら、設置前の記録を参

照しつつ進めることとした。
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　まず、「一畳ロフト」の使用回数の割合が高い 4 名（図３の A、B、

C）、使用場面が観察されなかった 3 名（同、O、P、Q）に着目する。

ただ、前者が１〜３年生、後者が４、５年生であり、学年による行

動グループの違い、体格の違いなどの要因が反映している可能性が

ある。比較的「一畳ロフト」の使用割合が低い中で、定型遊びの割

合が O に近い L（２年生）、不定型行為の割合が高い I（３年生）の

過ごし方にも着目しながら分析を行った。

　設置後の一人、定型、不定型の割合を見れば、A、B、C は定型遊

びが少なく（30%以下）一人行為が比較的多い（20%以上）側にある。「一

畳ロフト」の使用場面が少ない中では L、O は定型遊びが多い側にあ

り、I、P、Qは不定型行為がやや多いとともに一人行為が少ない。

　空間利用、拠点利用、環境利用の割合でみると、A、B、C はいず

れも拠点利用が多い側に位置する。L、O、I、P、Q は空間利用が特

に多い側に位置している。

　定型遊び、空間利用行為が少ない子どもが「一畳ロフト」を使用

していると理解することができ、少人数で静かに過ごせる場所とし

て設置したことの想定に沿った利用が確認できた。

㸵㸬ಶࡢࠎ⾜Ⅽࡢሙᡤࡢ≉ᚩ࡜㐣ࡋࡈ᪉ࡢ࡚࠸ࡘ࡟⪃ᐹ

　さらに個々の子どもの行為の場所と種類のプロット図を作成し比

較を行った注 6)（図６、設置後のもの、Aのみ比較のため設置前後）。

　A（設置後）は広場での鬼ごっこへの参加はあるが、歩専道での不

定型遊び（一輪車）の集団に加わっておらず、「ウロウロ」「眺める」

場面が多く見られた。「一畳ロフト」上では基地遊びや少人数でくっ

⾲㸰ࠉ㐟࡜ࡧ⾜Ⅽࡢ㢮型ࠉ

⾲㸱ࠉほᐹㄪᰝ࡛グ㘓ࡓࡋ⾜Ⅽᩘࠉ

行われ、一方、年長の Q、P 他を含めた女子の集団遊びが歩専道（一

輪車等）と広場（鬼ごっこ等）で行われていた。卓球以外は多人数

が参加可能な空間利用遊びで、そこに低学年を含めた子どもが適宜、

合流して過ごす L や I のような過ごし方がみられた。L、O、I、P、Q

ともに一緒に過ごす集団や過ごし方の方法が安定している状態に見

える。定型遊びを行う集団は遊びの方法の型を共有することで集団

の中での関係を築いていくことができ、不定型遊びを行う集団は、

一定の関係が既に形成されたことをベースに遊び方・過ごし方の提

案、選定を一緒に決めていける状態になっていたと考えられる。

　一方で多人数の集団遊びにほとんど加わらず、少人数での拠点利

用（お絵かき、ままごと、おしゃべり・くっつく等のふれ合い等）

が中心の C のような過ごし方もみられる。主に広間、その隅、さら

には建物の裏などでの拠点利用、環境利用行為が展開されていた。「コ

ーナー」は収納の場所でありながらも拠点利用、環境利用に積極的

に使用されていたが、「一畳ロフト」はそれに特に適した場所として

新しく使用されることとなったとみられる。

　A（設置後）と B は集団での遊びに加わりながらも、抜けて一人行

為（ウロウロ、眺める）を行い、さらに別の行為に移る場面がしば

しばみられた。集団への関わり方、過ごし方が相対的に流動的な傾

向あるいは時期にあったという解釈が考えられる。継続時間の長い

集団遊び（前述）を途中で抜けて一人行為に移るという場面がしば

しば見られたが、その際に短時間で一人や少人数で過ごす場所とし

ても「一畳ロフト」が選ばれたのではないか、と考えられる。

　なお、A の設置前と設置後の過ごした場所の記録は対照的で、設

置前の行為のプロット図は I と類似していて広場や歩専道での集団

の中で過ごしていたが、設置後には歩専道での集団にあまり関わっ

つく行為などが主にみられた。

　Bは歩専道での不定型遊びの集団や広場での定型遊び（ボール遊び、

鬼ごっこ等）に加わる場面が多い一方で広場での一人での空間利用

遊び（自転車）が比較的多くみられる。一人行為の中でも「眺める」

が多く見られるのも特徴である。「一畳ロフト」上では基地遊びや少

人数でくっつく行為などが主にみられた。

　C は広場や歩専道での集団にもある程度加わりながらも、「コーナ

ー」での小さな場所を使ってのままごとやお絵かき、道具遊びなど

の少人数の拠点利用が多くを占めることが子ども達全員の中でも際

立っていた。

　L と O は定型・空間利用の遊びがほとんどで、とくに O は広間で

の卓球の場面が大多数を占めていて、そこに L が加わっている場面

が多く観察された。

　I は広場での定型・空間利用遊び（鬼ごっこ、ボール遊び）への

参加が多くを占め、A、Bと比べて一人行為が少なく、その中でも「ウ

ロウロ」「眺める」行為の割合は小さかった。

　Q と P は歩専道での一輪車での不定型・空間利用の集団遊び、広

場での定型・空間利用の集団遊び（主にボール遊び）が多くを占め、

一人行為は比較的少ない。Q、P を含む遊びグループが一緒に行動す

ることが多く、Pの行為のうち 78% は Q と一緒であった。

　以上の記録分析を踏まえた上で、この時期のＧ学童での子ども集

団の様子についての調査者と支援員が直接とらえていた過ごし方の

全般的な特徴を念頭に、以下、考察を交えた過ごし方の全体像を仮

説的に記す。

　この時期には大きな二つの遊びの集団の流れがあり、年長の O 他

を含めた男子の集団遊びが広場（ボール遊び等）と広間（卓球）で
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行われ、一方、年長の Q、P 他を含めた女子の集団遊びが歩専道（一

輪車等）と広場（鬼ごっこ等）で行われていた。卓球以外は多人数

が参加可能な空間利用遊びで、そこに低学年を含めた子どもが適宜、

合流して過ごす L や I のような過ごし方がみられた。L、O、I、P、Q

ともに一緒に過ごす集団や過ごし方の方法が安定している状態に見

える。定型遊びを行う集団は遊びの方法の型を共有することで集団

の中での関係を築いていくことができ、不定型遊びを行う集団は、

一定の関係が既に形成されたことをベースに遊び方・過ごし方の提

案、選定を一緒に決めていける状態になっていたと考えられる。

　一方で多人数の集団遊びにほとんど加わらず、少人数での拠点利

用（お絵かき、ままごと、おしゃべり・くっつく等のふれ合い等）

が中心の C のような過ごし方もみられる。主に広間、その隅、さら

には建物の裏などでの拠点利用、環境利用行為が展開されていた。「コ

ーナー」は収納の場所でありながらも拠点利用、環境利用に積極的

に使用されていたが、「一畳ロフト」はそれに特に適した場所として

新しく使用されることとなったとみられる。

　A（設置後）と B は集団での遊びに加わりながらも、抜けて一人行

為（ウロウロ、眺める）を行い、さらに別の行為に移る場面がしば

しばみられた。集団への関わり方、過ごし方が相対的に流動的な傾

向あるいは時期にあったという解釈が考えられる。継続時間の長い

集団遊び（前述）を途中で抜けて一人行為に移るという場面がしば

しば見られたが、その際に短時間で一人や少人数で過ごす場所とし

ても「一畳ロフト」が選ばれたのではないか、と考えられる。

　なお、A の設置前と設置後の過ごした場所の記録は対照的で、設

置前の行為のプロット図は I と類似していて広場や歩専道での集団

の中で過ごしていたが、設置後には歩専道での集団にあまり関わっ

つく行為などが主にみられた。

　Bは歩専道での不定型遊びの集団や広場での定型遊び（ボール遊び、

鬼ごっこ等）に加わる場面が多い一方で広場での一人での空間利用

遊び（自転車）が比較的多くみられる。一人行為の中でも「眺める」

が多く見られるのも特徴である。「一畳ロフト」上では基地遊びや少

人数でくっつく行為などが主にみられた。

　C は広場や歩専道での集団にもある程度加わりながらも、「コーナ

ー」での小さな場所を使ってのままごとやお絵かき、道具遊びなど

の少人数の拠点利用が多くを占めることが子ども達全員の中でも際

立っていた。

　L と O は定型・空間利用の遊びがほとんどで、とくに O は広間で

の卓球の場面が大多数を占めていて、そこに L が加わっている場面

が多く観察された。

　I は広場での定型・空間利用遊び（鬼ごっこ、ボール遊び）への

参加が多くを占め、A、Bと比べて一人行為が少なく、その中でも「ウ

ロウロ」「眺める」行為の割合は小さかった。

　Q と P は歩専道での一輪車での不定型・空間利用の集団遊び、広

場での定型・空間利用の集団遊び（主にボール遊び）が多くを占め、

一人行為は比較的少ない。Q、P を含む遊びグループが一緒に行動す

ることが多く、Pの行為のうち 78% は Q と一緒であった。

　以上の記録分析を踏まえた上で、この時期のＧ学童での子ども集

団の様子についての調査者と支援員が直接とらえていた過ごし方の

全般的な特徴を念頭に、以下、考察を交えた過ごし方の全体像を仮

説的に記す。

　この時期には大きな二つの遊びの集団の流れがあり、年長の O 他

を含めた男子の集団遊びが広場（ボール遊び等）と広間（卓球）で
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学童保育施設における「遊び家具」の取り組みと子どもの過ごし方の変化
清水 肇（琉球大学）

１.遊び家具とは

　落ち着いた少人数での行為など、多様な過ごし方が難しい空間

構成の学童保育施設に、一人や少人数で遊んだり過ごせる場所と

して製作した設置物。

　2017年度以降、4箇所の学童保育で8種類を提案、作成して設置。

　子どもの過ごし方の変化を検証する調査を、スタッフと共同で

実施してきた。

２.「一畳ロフト」からの発見（2017 年度）

　民営プレファブ施設（Ｇ学童）の広間に落ち着ける場所がない

ことから計画、作成、設置。

　設置後の過ごし方調査から、特定の過ごし方の傾向のある子ど

もが「一畳ロフト」を多く使用することに気付いた。

　過ごし方の類型化を試み、定型遊び、不定型行為、一人行為の

三種に分類（下表）した分析を初めて実施。

　「一畳ロフト」は定型遊びや「不定型行為」（大人数）が中心の

子どもの利用は少なく、不定型行為（少人数）と一人行為が多い

子どもに多く使われていた。
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３. 二段ベッド＋「多目的フレーム」と空間、拠点（2018 年度）

　小学校敷地内の公的独立施設（Ｍ学童）の広間の中央に二段ベッ

ドと台状の遊び家具「多目的フレーム」を、計画、作成、設置。

　建物内には留まって落ち着ける場所が不足しており、校庭の遊

具に留まったおしゃべりなどが見られた。空間利用（広がりを利

用）、拠点利用（留まれる場所を利用）、環境利用（場所の特徴を

利用）の三種に場所の使い方を分類する視点を得た。

　「遊び家具」の設置後、室内の拠点利用の条件を高めることが

できたことを調査で確認した。

「一畳ロフト」

「二段ベッド＋多目的フレーム」

過ごし方の個人差分析「一畳ロフト」設置前の過ごし方三種の過ごし方

Ｍ学童の屋内の場所の使われ方（「設置」後）Ｍ学童の敷地内の場所の使われ方（「設置」前）
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３．しまぶく学童クラブ、しまぶく第二学童クラブでの取り組み 
　2020～23年度 
　しまぶく学童クラブ、「遊び家具」を年間の関係・集団の過ごし方形成の中で取り入れる。 
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５.おわりに、「遊び家具」の取り組みの意義

　当初の「遊び家具」のねらいは、単調な施設空間を改善する装

置であった。取り組みを重ねる中、子ども達の過ごし方を理解す

る論理を得ることができた。さらに支援員との共同の取り組みに

より、環境形成自体が子どもの関係づくり、過ごし方の発見につ

ながるという保育実践のあり方の理解につながった。

４.Ｓ学童、Ｓ第二学童での実践（2020〜2023 年度）

　小学校敷地内に新設されたＳ学童およびＳ学童を母体に民家を

利用して開設されたＳ第二学童において、数種類の「遊び家具」

を設置する実践を行った。一連の取り組みの特徴は、支援員との

協議を重ねて、一年間の子ども達の関係形成と過ごし方の変化の

中で生活空間を構成するものとして、「遊び家具」を企画、作成

したことである。

2020〜21 年度の取り組み（５種類の遊び家具、右図）

　Ｓ学童：2020 年 4 月に開設。当初は子どもどうしの相互理解、

関係形成ができず、大部屋の中の場所の使い方が定まらない。

　6月以降に屋内外での集団定型遊びが可能に。集団の中での相

互の関係が形成され、大人数、少人数、一人などの過ごし方が徐々

に確立。その過程で少人数での落ち着いた場所やごっこ遊びなど

が展開できる場所として8月以降、複数の「遊び家具」を企画、設置。

子ども達の過ごし方に沿って、保育の取り組みの中で意図を持っ

た環境づくりとして「遊び家具」を活用することができた。

2023 年度の取り組み（段ボール遊び家具の試み、右下図）

　Ｓ第二学童：Ｓ学童から分離新設された 2023 年 4 月当初、子ど

もどうしや支援員との関係が構築されておらず、異年齢どうしの

関わりが少なかった。6月〜9月に支援員の遊び方の提示を通し

てトラブルもありながらも関わり方が多様に。9月に段ボール秘

密基地の自由製作を行い、この過程で、①製作自体を遊びとして

遊び方を発見する過程、②一緒に共有できる場所、集団との距離

を変化させる道具として段ボールを使う、二つの側面が見られた。

　この経験を踏まえ段ボール製の「カベダイチ」を作成。移動可

能な「遊び家具」として新たな遊び方が展開するとともに、自分

の過ごしやすい場所をつくる装置としても使われた。

茶室　少人数や一人で過ごせる場所であり、置き方により様々
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４．まとめ 
　「遊び家具」は単調な学童保育施設に多様な場所をつくり、一人一人の過ごし方を大切にする
ための道具として発案した。 
　取り組みを重ねる中、支援員と子ども達が自分の生活の場所を自分でつくっていく営みが大切
であり、そのプロセス自体の大切さに気付いた。
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もどうしや支援員との関係が構築されておらず、異年齢どうしの

関わりが少なかった。6月〜9月に支援員の遊び方の提示を通し

てトラブルもありながらも関わり方が多様に。9月に段ボール秘

密基地の自由製作を行い、この過程で、①製作自体を遊びとして

遊び方を発見する過程、②一緒に共有できる場所、集団との距離

を変化させる道具として段ボールを使う、二つの側面が見られた。

　この経験を踏まえ段ボール製の「カベダイチ」を作成。移動可

能な「遊び家具」として新たな遊び方が展開するとともに、自分

の過ごしやすい場所をつくる装置としても使われた。

茶室　少人数や一人で過ごせる場所であり、置き方により様々

　　　な広さや他者との視線関係を生み出す。

ごっこハウス（大）と

キューブ（小）

　ごっこ遊びなどの多様

な遊びが展開する場所で

あるとともに、少人数や

一人で静かに過ごせる場

所として作成。

Ｄ（ドラえもん）ハウス

　倉庫に２段の床を設置

して広間と立体的な距離

を取れる場所をつくった。

　少人数集団が落ち着い

てこもる場所になった。

自由居室

　アイデアによって多様

な過ごし方ができるフ

レームとして作成。

カベダイチ

　段ボール製で３つか４つの壁を持つ

ユニットを 4種類の寸法で作成。

　動かせる遊び道具であるとともに、

配置や組み合わせによって、一人や少

人数で落ち着ける場所をつくれる。
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　　設置のねらい

茶室　少人数や一人で過ごせる

　　　場所であり、置き方によ

　　　り様々な広さや他者との

　　　視線関係を生み出す。

*	琉球大学工学部工学科建築学コース	教授	博士 (工学 ) *Prof., Course of Architecture and Building Engineering, Univ. of 
the Ryukyus, Dr. Eng.

認しあう様子が見られた。子どものみでは遊びが成立しに

くく、異年齢どうしの関わりも少なく、同年齢あるいは以

前から仲の良い子どもどうしの遊びがほとんどであった。

　6 月から 9 月にかけては、支援員からの遊び方の提示を

通じて異年齢の関わり方が広がる様子が見られたととも

に、暴言やルールの認識の違いによるトラブルが増えた。

トラブルと解決を繰り返しながら子どもの遊びの自律が

見られるようになった。9 月には段ボール秘密基地の自由

な製作に取り組んだ。段ボール遊びには、製作自体を楽し

み新しい遊び方を発見する利用と、仲の良い子どもどうし

の共有の場所をつくったり一人でこもれる場所をつくる

ことで集団との距離を変化させる道具としての利用の二

つの側面が見られた。後者の利用は壁が少ない広間が中心

にある D学童において落ち着いた場所を得ようとする意図

が読み取れた。

　この観察をもとに、新しい遊び方のきっかけとなるとと

もに、集団での過ごし方、集団との関わり方を調整するも

のにもなる段ボール製の「遊び家具」を作成した（後に「カ

ベダイチ」と命名）。３面または４面の壁から成り、寸法

の異なるものを４種類用意し（図１）、12 月から使用した。

　「カベダイチ」の使われ方は、①移動が容易な壁の性質

を用いた戦いごっこ、②遊び家具の中に入りながら移動す

ることにより動ける拠点としての活用、③広間の中で視線

を遮り集団との距離を自分で選択し過ごしやすい場所を

つくる装置としての利用が主に観察された。移動が容易な

段ボール製の「遊び家具」の多様な活用方法を確認するこ

とができた。

　年間を通じて、支援員が集団遊びの遊び方を示唆するこ

とで相互の関係と過ごし方の自律の獲得が得られるサイ

クルに加えて、「遊び家具」によって新しい遊び方の発見

と集団の新たな関係形成が行われる過程を見出すことが

でき、Ｄ学童クラブにおける保育実践の方法の中での「遊

び家具」の活用の意義を確認することができた（図３）。

５．おわりに、「遊び家具」を活用した生活の場づくり

　「遊び家具」を用いた一連の取り組みは、学童保育施設

の大空間の単調な環境の中に一人一人の過ごし方の相違

に対応した場所をつくり出すことを企図して取り組まれ

た。

　取り組みの過程で、学童保育の年間を通じた子どもの集

団の関係の構築と過ごし方の確立の過程における「遊び家
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具」の役割に 2020 年度以降は特に注目することとなった。

2023 年度の取り組みでは、「遊び家具」の導入によって新

しい遊び方が見付けられ、その過程が集団におけるお互い

の関係の展開に結びつき、新たな関係がさらに遊び方や過

ごし方の発見と共有に結びついていく、というプロセスを

支援員の共通認識として確認することができた。学童保育

における保育の方法論の中に環境形成を位置づけ、遊び方

の自律と子どもの関係形成の相互関係に関わる認識を得

る上で「遊び家具」が有効に機能してきた。

注 1) 行為の分類ととらえ方については、清水肇 : 学童保

育施設	 における子どもの過ごし方と場所の特性 , 日本建

築学会計画系論文集 ,2021	,86	巻	790	号 ,pp.	2587-2597	

を参照。

補記　本稿の 2023 年度の活動に関する部分は阿部泰知さ

ん（当時、琉球大学工学部学生）の卒業研究の内容を含め

て再構成したものです。

図１　遊び家具「カベダイチ」

図２　「カベダイチ」の利用の様子

図３　関係、過ごし方の変化の契機（2023 年度のＤ学童クラブ）
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能な「遊び家具」として新たな遊び方が展開するとともに、自分

の過ごしやすい場所をつくる装置としても使われた。

茶室　少人数や一人で過ごせる場所であり、置き方により様々

　　　な広さや他者との視線関係を生み出す。

ごっこハウス（大）と

キューブ（小）

　ごっこ遊びなどの多様

な遊びが展開する場所で

あるとともに、少人数や

一人で静かに過ごせる場

所として作成。

Ｄ（ドラえもん）ハウス

　倉庫に２段の床を設置

して広間と立体的な距離

を取れる場所をつくった。

　少人数集団が落ち着い

てこもる場所になった。

自由居室

　アイデアによって多様

な過ごし方ができるフ

レームとして作成。

カベダイチ

　段ボール製で３つか４つの壁を持つ

ユニットを 4種類の寸法で作成。

　動かせる遊び道具であるとともに、

配置や組み合わせによって、一人や少

人数で落ち着ける場所をつくれる。
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